 	
　　　　　　　　　　序章　おおさかの環境の状況　　　 　　　　　　　　　
１　低炭素・省エネルギー
· 温室効果ガスの排出量については、2018年度は4,512万トンであり、2017年度と比べて8.3%減少しています。主な減少要因は、電気の排出係数※の低下によるものと考えられます。
※電気の排出係数とは、電力会社が排出する二酸化炭素排出量を販売電力量で割った値
[image: ]












府内における温室効果ガス排出量の推移

· 二酸化炭素の排出量については、2018年度は4,122万トンであり、2017年度の4,542万トンと比べ、9.3％減少しています。2013年度以降、各部門は減少していますが、その他ガス部門は増加傾向にあります。
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[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]府内における二酸化炭素排出量の推移

○ 太陽光発電設備の2020年度の導入量は108.0万ｋWであり、2019年度の103.1万ｋWと比べ4.9万kW増加しています。
[image: ]		府内における太陽光発電設備導入量の推移













· 年平均気温は、日本平均を上回る変化率で長期的に上昇しています。地球温暖化の影響を除外した大阪・豊中・枚方の３地点平均の熱帯夜数は、おおさかヒートアイランド対策推進計画で基準年としている2000年と比べ、201７年では７日減少しています。真夏日数については、近年70～80日の範囲で推移しています。※日本平均（年平均気温）：都市化によるヒートアイランド現象の影響が少ない全国15都市の年平均気温の平均値であり、この気温上昇分は地球温暖化による影響と考えられる。

[image: ][image: ]
　






※1968年から2020年の気象庁データより作成


※1898年から2020年の気象庁データを用いて作成

[image: ]年平均気温の推移　　　　　　　　　　　　  大都市における熱帯夜数の推移
[image: ]






※1968年から2020年の気象庁データを用いて作成
※1998年から2002年、及び2016年から2020年の気象庁データを用いて作成


地球温暖化による影響を除いた熱帯夜日数の比較　　　　　　大都市における真夏日数の推移
２　循環型社会
· 一般廃棄物について、201９年度の1人1日当たりのごみ排出量は953ｇ／人・日で近年横ばい傾向にあり、リサイクル率は13.１%となっています。
	

	[image: ]

	一般廃棄物排出量の推移
注）四捨五入しているため、合計が合わない場合がある。
	一般廃棄物のリサイクル率の推移



· [image: ]産業廃棄物について、201９年度の最終処分量は４０万トンであり、201４年度と比べ３.７％増加しています。また、不法投棄等の不適正処理の件数は近年、漸増傾向にありますが、2003年度のピーク時から半減しています。
　　       
[image: ]








 　　　　　　産業廃棄物の最終処分量等の推移　　　　　　　　　　　産業廃棄物の不適正処理件数
注）四捨五入しているため、合計が合わない場合がある。




３　大気環境
· 一般環境大気測定局６８局、自動車排出ガス測定局３４局で大気環境調査を行いました。
[image: ]凡　例
一般環境大気測定局
■　大阪府所管
●　政令市所管
◆　一般市所管
自動車排出ガス測定局
□　大阪府所管
○　政令市所管
◇　一般市所管


大気の常時監視地点図
· 二酸化窒素と浮遊粒子状物質の濃度については、長期的に改善傾向で推移しています。2020年度は、二酸化窒素は99局全局で、浮遊粒子状物質は97局全局で、それぞれ環境保全目標を達成しました。
[image: ]
二酸化窒素濃度（年平均値）の推移
[image: ]
浮遊粒子状物質濃度（年平均値）の推移[image: ]

[image: ]
二酸化窒素の環境保全目標達成局数の推移
[image: ][image: ]
浮遊粒子状物質の環境保全目標達成局数の推移

· 光化学オキシダントについては、2020年度は、68局全局で環境保全目標を達成しませんでした。光化学オキシダントの原因物質である非メタン炭化水素の年平均濃度については、緩やかな改善傾向で推移しています。
2020年度の光化学スモッグ注意報の発令回数は4回で、年度によって気象条件による変動が大きく、発令回数の増減を繰り返しています。
[image: ]
非メタン炭化水素濃度の推移
（午前６時から午前９時の３時間平均値の年平均値）
[image: ]
光化学スモッグ発令回数の推移
· 微小粒子状物質（PM2.5）については、2020年度は56局中54局で環境保全目標を達成しました。年平均濃度については、2020年度は前年度に比べてやや低下し、2011年度以降緩やかな改善傾向を示しています。

[image: ][image: ]
注１　凡例の「長期」は長期基準、「短期」は短期基準、「○」は達成、「×」は非達成をいう。
　　　　　注２　環境保全目標は長期基準と短期基準ともに達成（長期○・短期○）することが必要。
PM2.5の環境保全目標達成状況


PM2.5濃度（年平均値）の推移


４　水環境
· [image: ]　河川については100河川139地点、海域については22地点で水質調査を行いました。
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◎：環境基準点　●：準基準点
※ただし、＋は兵庫県の環境基準点（COD）




河川及び海域の常時監視地点図


· 河川の水質は概ね改善傾向にあり、2020年度における生物化学的酸素要求量（BOD）の環境保全目標達成率は96.3％でした。海域の水質については緩やかな改善または横ばいの傾向であり、化学的酸素要求量（COD）の環境保全目標達成率は、66.7%でした。
※兵庫県の測定地点を含め水域ごとに評価
[image: ][image: ]



BOD（年平均値）






河川のBODの環境保全目標達成率の推移　　　　　　　　　府内主要河川のBOD（年平均値）の推移

[image: ]
[image: ]

COD（年平均値）







大阪湾のCOD（大阪府測定点・全層年平均値）の推移


海域のCODの環境保全目標達成率の推移　　　[image: ][image: ] 



５　化学物質
· 環境中への化学物質の排出量は概ね減少傾向にあり、2019年度の排出量は2010年度から約24%削減されています。また、2019年度のダイオキシン類の排出量は2018年度より増加しているものの、近年低い排出量で推移しています。
[image: ][image: ]
府内における化学物質排出把握管理促進法
（PRTR法）対象物質の排出量の推移　　　　　　　　府内でのダイオキシン類の排出量の推移

６　騒音
· 道路に面する地域における環境保全目標の達成率は緩やかな改善傾向にあり、2019年度は昼・夜間ともに目標値以下の住居等の割合は94.６％でした。
[image: ][image: ]

2019年度　騒音に係る環境保全目標達成状況　　　　　　　　道路に面する地域における環境保全目標達成率の推移

[image: ][image: ]７　自然環境
· [image: ]指定した保安林面積は、17,462haです。また、緑地面積は、府域の約４割を維持しています。
[image: ][image: ]
[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　　　　　府域の保安林の指定面積の推移　　　　　　　　　　　　府域の緑地面積の推移　
８　立入検査等実施件数
· 2020年度に法令等に基づき府が実施した立入検査・指導等の件数は以下のとおりです。

	大気

	一般大気
	事業所への立入検査件数
	　130件

	
	法・条例対象施設に係る届出件数
	　308件

	
	サンプル採取・分析件数
	 36件

	アスベスト
	解体現場への立入検査件数
	　465件

	
	アスベストに係る届出件数
	 227件

	
	サンプル採取・分析件数
	   84件

	水質

	
	工場・事業場への立入検査件数
	311件

	
	法・条例対象施設に係る申請・届出件数
	　212件

	
	サンプル採取・分析件数
	172件

	騒音

	
	事業場への立入件数（深夜営業規制）
	　　　　　　　　11件

	交通環境

	
	立入検査回数及び立入検査台数
	8回
2,465台

	土壌汚染

	
	法・条例・自主調査指針に基づく調査報告件数
	32件

	
	土地の形質変更届出件数
	68件

	化学物質

	
	法・条例に基づく排出量等の届出件数
	462件

	
	条例に基づく管理計画及び管理目標の届出件数
	118件

	廃棄物・リサイクル

	一般廃棄物
	一般廃棄物処理施設への立入検査件数
	19件

	
	
	サンプル採取件数
	25件

	産業廃棄物
	産業廃棄物排出事業者等に対する立入検査件数
	2,151件

	
	産業廃棄物排出事業者からの報告徴収件数
	13,118件

	
	産業廃棄物処理業者等に対する立入検査件数
	515件

	
	自動車リサイクル法に基づく立入検査件数
	50件

	
	サンプル採取・分析件数
	85件

	
	フロン排出抑制法に基づく登録業者への立入検査件数
	7件

	
	フロン排出抑制法に基づく機器管理者への立入検査件数
	8件

	
	フロン排出抑制法に基づく引取等実施者への立入検査件数
	49件




[image: ]

９　その他
· 2019年度に受け付けた苦情件数については、2018年度に比べて約3.6 ％増加し、最も多い苦情は騒音に関するもので苦情全体の42.5％を占めています。

公害の種類別苦情件数の推移

　（注）苦情件数は他機関からの移送分を含む。　　　　　　　　　　（公害等調整委員会調べ）公害の種類別苦情件数の推移
（年度）

自動車排出ガス測定局	
2011	2012	2013	2014	2015	2016	2017	2018	2019	2020	17.600000000000001	16.8	17.600000000000001	16.3	14.6	13.5	14	12.9	11.4	11	一般環境大気測定局	
2011	2012	2013	2014	2015	2016	2017	2018	2019	2020	16.899999999999999	15.6	16.3	14.9	13.8	12.6	12.9	12.1	10.7	10.3	（年度）

(μg/m３)



典型７公害以外	
2009	2010	2011	2012	2013	2014	2015	2016	2017	2018	2019	541	482	454	521	473	607	490	435	404	385	418	悪臭等	
2009	2010	2011	2012	2013	2014	2015	2016	2017	2018	2019	707	756	620	784	675	614	586	652	639	724	720	振動	
2009	2010	2011	2012	2013	2014	2015	2016	2017	2018	2019	204	225	237	214	231	232	184	225	207	307	255	騒音	
2009	2010	2011	2012	2013	2014	2015	2016	2017	2018	2019	1504	1715	1910	1923	1896	1857	1767	1744	1816	1723	1932	水質汚濁	
2009	2010	2011	2012	2013	2014	2015	2016	2017	2018	2019	330	288	328	281	288	281	267	261	309	263	249	大気汚染	
2009	2010	2011	2012	2013	2014	2015	2016	2017	2018	2019	887	857	1022	1035	1065	1089	1216	972	951	987	975	




- 13 -

image1.png
(Ft-co,)

6,500

6,000

5,500

5,000

4,500

4,000

m=

bk mARY

B—EE =R

oRETOVE

1990

2005

2008

2009 2010

2011

2012

2013

2014

5,158 222 5,214
196 0/307,54.921
i 4
bo 156 42 4,495 ] —
5,030 [[22e0 i B80S s213 ‘ 1339
: 153722008 4,885 4,854 %k
5
ol oS, - ssee [T
4,034 4122

2015 2016 2017 2018
(€239




image2.png
4,000

3,000

2,000

1,000

4,908

5,150 337 5,213
43 444,885 4,854

4,265

|374 034 |34

42
1
2
I”

1990 2005 2008 2009 2010 2011

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

BRI i
uEEY

(€:3:9)




image3.png
R ERE m AR
(Ftco) < R (R B
: R (ER) B R
6,000
5,295 5428 5,275 5,161
2 2 26 .

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

4,893
2,010 .
' — 1831

1990F E 20045 2005FE 20065F[E 2007FFE 2008FE 2009FE 20105E 2011FE





image4.png
(FAt-Co,)
6,000 — 5912

5,800 5,778 ofE70v%
’ n—Eb==%
5,600 | |549 287 5570 o I B R I
’ 50 e 5,421 5443 l?f‘/ o
5,400 . 1 o pe nomiEE ar
6
5,200 +—{{fliF*4— NI 1: 12 5078 [
5,000 131 I
1
4,300 ‘ “ 4'17;2 -
4,600 5,161 415:: 11
4,400 4303 v |
4200 H‘ MMis 4583
» 4,380 I
4,000 11111V ”HHH

19905 2004FE  2005FFE 20065 20075 2008FE  2009FFE  2010FE  2011FE





image5.png
Bl FHL 8 (5t-c02)

6000

5000

4000

3000

2000

1000

LRV AR 5l

- AR
EHEEFT

© RE(REEF

= RAE(EREF

" BEED

19904 [F 18974 [F 1999 [F 20024 [E 20034 [E 20044E[F 20054 2006%[E 2007H[E 20084 [E 2000 [E





image6.emf
14.9

20.6

25.9

29.9

33.5

36.5

38.7

41.4

44.1

47.4

2.9

6.0

20.5

34.6

42.6

46.7

51.8

55.9

59.0

60.6

17.9

26.5

46.4

64.5

76.1

83.2

90.5

97.2

103.1

108.0

0

20

40

60

80

100

120

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

非住宅用

(10kW

以上

)

住宅用

(10kW

未満

)

(

万

kW)

(

年度

)


image7.png
50

40

30

&
T 20

10

(GEFEF )
0 . . . . . . . . .

1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015
(%)




image8.png
—=-AR = .
—sETy R

0 7

L8E:008°C/106 ’~ s !

FACYSV A 1

—I i

SN \,-‘\..u |

ERE013°C/10% | |

' (SFEBHTE)
n 1 n
1900 1910 1920 1930 1940 1950 1960 1970 1980 1990 2000 2010
(4F)





image9.png
B

90
80
70
60
50
40
30
20
10

0

—a— KR
—h—

——EHE

GEFHT |

1970

1975

1980

1985

1990

1995

2000 2005 2010 2015
(%)




image10.png
20
15

(D) m st P
~
w

KR

36

32 29

23

zp W
m20004F m2018%F

3t
(SEFH T




image11.png
(+ SEIEESER P L

600

500

400

300

200

100

1,064 1,060 1,051

1,200

1,018
- 983
—wgm 961 1,000
76 976 964 958 947 939 g5 920 918 918
- 800
346 345 34 330
j . . 318 315 307 305 310 308
' Bgswgeoa o
400
254 255 252 244 235 233 729 229 232 232
— 200

R B B MMM B EE R

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 (%)

—ERREE (RN
- AR & (FFA)
4+ 1AN1BSYDOHHE (Z2E)

BEERFR)
-1 A18 H7zY OHHE (FFR)

w BIERF MO it lkm = >~





image12.png
25

20

15

10

20.8 20.6 20.5 20.6 20.6 20.4 20.3 20.2

e e S G 199 196

22 13.7 13.8 13.8 124 124
3.3 IS54—13413 1

12.2 121 12.2 :

-
w

~2EF

- KRR FF

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
(FE)




image13.emf
0

200

400

600

800

1,000

2003

（件）

876

316

307

286

310

338

350

405

427

486

447

146

158

133

120

107

70

86

72

128

101

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

（年度）

不適正処理件数

解決件数


image14.emf
     


image15.jpeg




image16.png
(pprm)

0.050

0.040

0.030

0.020

0010

0.000

---m--- BREHETIER
—e— —MRBATANER

025 0024 0024 23 0023

0021 0021

0019 go1g 0017

2011

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

(ED




image17.png
(mg/m)

0050 e apERmNER
—e— RTINS
0040
0020
0023 0022 9924 9022 (00
0019 0019 0019
0020 o 0016 0016
0021 0021
00200020 515 0018 0018
0010 0016 go15
0.000

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 (EE




image18.png
() —RRBEASAER
HAAEBE
O 66 65 66 66 66 65 65 66 65 66

0 0 0 o 0

&0 ]

40

se| |0 |sa| [B*] |83 |

20 43

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 (EE)




image180.png
() —RRBEASAER
HAAEBE
O 66 65 66 66 66 65 65 66 65 66

0 0 0 o 0

&0 ]

40

se| |0 |sa| [B*] |83 |

20 43

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 (EE)




image19.png
B ATE B

80

60

40

20

36 35
ol o]
8 7

(2) BEBEHFHARBER

3 36 36 36 36

o 0 0 0 0
5}
2 18
o >2 |
I " ° ) ”
5

BERRE BRIRERBR
(0.06ppm% #82 3/5)

mRIGRE BIRERBOIS
0.04ppmH 50 08ppm > —
YAD B

DEERS BIREMBDIS
0.04pomAKHD B

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 (FEE)





image20.png
() —RRBEASAER
HHE B

80
67 g5 67 67 67 g5 67 67 g5 66
(04707707707 r04 707707 r0q r0-
60
©
66 67 67 67 66 67 67 66 66
20
12
o]

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

(ED




image21.png
(2) BB EHHARAER

B ATE B

80

60

40

20

LES=4295t 54
OEREHR

34 33 84 84 84 34 4 33 g
07 p28 107 F19707 (0407 roq o

33| |32 |34 [83] |34 [32] |33 [32] |31

9

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

(ED




image22.png
(ppmC)

0.60 -0~ BENEHRRS 2AIE R
—O— —REBIHATAES

0so |026 026

020

010 018 018 o15 017 o016 o016 016 016,

2011 2012 2018 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
(ED




image23.png
(@)

—— TR
= TER

1
2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

2019 2020

[€:3:9]




image24.png
B () —RBEARAER
40
35

30

27

25

]o
o WelLby

0 0
2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 ()





image25.png
(2) BB EHHARAER
HHE B

0 SR EHx CIBERDBH
QRS - EHOTIEZED B
® BEHO- JFlx TIRERO B
03 (B0 EH0) O B
30
25
20 7 17 17 17 17
2 o 1 1
1 of R LA 010
' o
10
15 13 4 16 16

i$:
2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 (EE)




image26.png




image27.emf

image28.png
(mg/L)

——F 4ty —m=thiE)|3ihe T
——EE 4R T —e—KH)l|3thn T

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 &




image29.png
BRREBRERE (%)

%

100

80

60

40

20

92.6 96.3 963 951 951 963 963

817.7

64 201

—&=:a]J1IBOD

2011

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

(F£E)




image30.png
REBEERE (%)

Y

100

80

60

40

20

[ 66.7

66.7

66.7

66.7

75.0

75.0

66.7

66.7 66.7 66.7

-e-;FigCOD

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 (&)





image31.png
4 |

3 L

2 r 2.2
—8—pJEEI (G R TY)

L —o—BIEE (3t A THY)
——O#ER (3t 1)
——CHE (BNt R T)

0 . . . . )

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 (&)




image32.png
—m-AfEEGH R ———BigEdMR - CiEEdMR

2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011

(£




image33.png
PRIRE S WEOHEETY F)

DREHEE
72 wsm BibighEE
i | BIB g5 15050 22 e
8% 13007
e
H 0| | we | | H
02 s
o7 || 458 | | gast || 378 || a%6 | | 410 || azer [ [ 428 | | g || 3972

2010 2011 2012 2013 2014 2005 2016 2017 2018 2019
)




image34.emf
6 

6 

7

6 

7 

7 

6 

5 

5 

13 

0

10

20

30

40

50

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

g 

-

TEQ

／年

（年度）


image35.png
2005 3E5TR)

P ]

2025 FETR)

Ev e
555 27

5
o T

ERENTR

=

20105 EETR)

EIFl T3,

15527077

TR jEnt

w6 EETR)

2nEREnTR)

J—
T—
o jin
= =

w85 2E7R)

3 Tz

20195 E(e7877)

o

%
an

£ L BAUT

om





image36.png
89.1 73
EHICET B 17
94.6 .
0.5
60% 80% 100%
OB -&Met  DEMOH CECREN g wMe
AL HREAT HREUT HEEE





image37.png
B
RN A RS
BRI, EARES

oone




image38.png
(ha)

90,000

80,000 41.3% 41.4% 41.2% 40.9%

70,000

60,000

50,000

40,000 73,300 72,900 72,300

30,000

20,000
10,000

1995F £ 2005F F 2009F E 2013

O R R (AR, AR
O i it (TR A, gt R Mg ith %)




image39.png
(ha)
18,000

17,500
17,000
16,500
16,000
15,500

15,000

17,359 17,462
17,244 17,293 17,292
| lill I I I I E
2014 2015 2016 2017 2018 2019

2020 ()




image40.emf
73,300

72,900

72,300

70,000

4,900 5,700

5,900

5,600

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

1995

年度

2005

年度

2009

年度

2013

年度

(ha)

施設緑地（公園、公共緑地等）

地域制緑地（森林、農地、民有地緑地等）

41.3% 41.4% 41.2%

39.8%


